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事業推進区域 
○ 高度な専門的医療：都全域 
○ 入院医療：広域な区域（複数の区市町村、二次保健医療圏等） 
○ 予防、初期医療、在宅療養：区市町村 
 

評価指標 
  

取組 指標名 現状 目標値 

共通 

がんの75歳未満年齢調整死亡率
（人口10万対） 

64.9 
（令和4年） 54.8未満 

日常生活をがんにかかる前と同
じように過ごすことができてい
ると回答した患者（手術や薬の副
作用などはあるが、以前と同じよ
うに生活できていると回答した
人を含む。）の割合 

成人 
66.8％ 

（令和４年度） 
 

小児 
― 

（基準値なし） 

増やす 

取組 
１－１－１ “生活習慣の改善”の指標参照《再掲》 

取組 
１－１－２ 

20歳以上の者の喫煙率《再掲》 
全体13.5% 
男性20.2％ 
女性7.4％ 

（令和４年） 

全体 
10％未満 

男性 
15％未満 

女性 
５％未満 
（喫煙を 

やめたい人が
やめた場合
の喫煙率）

15 

受動喫煙の機会を有する者の割
合《再掲》 

飲食店18.3% 
職場5.9％ 

（令和4年度） 
なくす 

取組 
１－１－３ 

肝がんの年齢調整罹患率 11.4 
（令和元年） 減らす 

ＨＰＶワクチンの定期接種に係
る接種者数16及び実施率17 

24,065人 
46.6% 

（令和４年度） 
増やす 

ＨＰＶワクチンのキャッチアッ
プ接種に係る接種者数 

30,585人 
（令和４年度） 増やす 

  

 
15 喫煙率の目標：令和４年の国民生活基礎調査による 20 歳以上の都民の喫煙率（喫煙してい
る者の割合）と令和元年の国民健康・栄養調査による現在習慣的に喫煙している者のうちた
ばこをやめたいと思う者の割合をもとに、喫煙している者のうちやめたい者がすべてやめた
場合の喫煙率を算出し、目標を設定 

16 接種者数：初回接種を受けた方の数 
17 実施率：接種者数／対象者（直近の 1 月 1 日の 13 歳の女子人口） 
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取組 指標名 現状 目標値 

取組 
１－２－１ がん検診受診率 

胃がん51.5％ 
肺がん56.9％ 

大腸がん59.0％ 
子宮頸がん48.0％ 

乳がん50.3％ 
（令和２年度） 

５がん 
60％以上 

取組 
１－２－２ 

全ての区市町村で科学的根拠に
基づくがん検診の実施 

13自治体 
（完全遵守18） 
（令和４年度） 

全区市町村 

がん検診精密検査受診率 

胃がん(Ｘ線)71.8％ 
胃がん(内視鏡) 

83.7％ 
肺がん69.3％ 

大腸がん57.5％ 
子宮頸がん76.6％ 

乳がん87.1％ 
（令和２年度） 

５がん 
90%以上 

取組 
２－１－１ 

「がん診療連携拠点病院等の整
備に関する指針」（Ⅰ３(2)①ア～
ケ）において、拠点病院間での役
割分担の整理を求められている
事項のうち、役割分担の整理・明
確化を完了した項目の数 

０ 増やす 

「がん」と診断されるまでに４か
所以上の医療機関に受診した小
児がん患者の割合 

15.6% 
（令和４年度） 減らす 

治療に伴う副作用・合併症・後遺
症について苦痛を感じている患
者の割合 

― 
（基準値なし） 減らす 

取組 
２－１－２ 

東京都がん診療連携拠点病院機
能強化事業における「地域がん診
療連携推進事業」の実施医療圏数 

３医療圏 
（令和４年度） 増やす 

死亡前１か月間の療養生活につ
いて、望んだ場所で過ごすことが
できた患者の割合 

51.8％ 
（令和元年度・２年度） 増やす 

  

 
18 完全遵守：がん検診において「がん種」「検診方法」「検診対象者」「実施回数」について全
て検診指針どおりであり、検診指針に定められていない検診が実施されていないこと。 
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取組 指標名 現状 目標値 

取組 
２－２－１ 

身体の痛みや不快な症状につい
て、医療従事者に伝えた後、対応
があり改善したと回答した患者
の割合 

71.5％ 
（令和４年度） 増やす 

心のつらさについて、医療従事者
に伝えた後、対応があり改善した
と回答した患者の割合 

62.4％ 
（令和４年度） 増やす 

社会的な問題について、医療従事
者に伝えた後、対応があり改善し
たと回答した患者の割合 

55.6％ 
（令和４年度） 増やす 

取組 
２－２－２ 

死亡前１か月間の療養生活につ
いて、痛みが少なく過ごせた患者
の割合 

47.9% 
（令和元年度、２年度） 増やす 

死亡前１か月間の療養生活につ
いて、からだの苦痛が少なく過ご
せた患者の割合 

41.4% 
（令和元年度、２年度） 増やす 

死亡前１か月間の療養生活につ
いて、おだやかな気持ちで過ごせ
た患者の割合 

45.6% 
（令和元年度、２年度） 増やす 

取組 
２－２－３ 

緩和ケアのイメージについて「がん
と診断された時から受けられるも
のである」と回答した都民の割合 

19.0％ 
（複数回答） 

（令和４年度） 
増やす 

緩和ケアのイメージについて「抗
がん剤や放射線の治療などがで
きなくなった時期から始める、痛
みなどの苦痛を和らげるための
ケア」と回答した患者の割合 

45.7% 
（択一） 

（令和４年度） 
減らす 

取組 
３－１－１ 

病状や療養に関することについ
て、家族、がん相談支援センター、
医療者、ピア・サポーター、患者
団体等、誰かに「相談できた」と
回答した患者の割合 

61.0% 
（令和４年度） 増やす 

がん相談支援センターが病院内
にあることを知っている患者の
割合 

77.8％ 
（令和４年度） 増やす 

オンラインでの相談支援につい
て「実施している（患者へ周知・
広報している）」と回答した拠点
病院等（成人・小児）の割合 

9.6% 
（令和４年度） 増やす 

 
  

 
 

 

取組 指標名 現状 目標値 

取組 
３－１－２ 

患者団体等が開催するイベント
について「参加したいと思ってい
るが、参加したことはない」「存
在を知らなかった」と回答した患
者の割合 

― 
（基準値なし） 減らす 

ピア・サポートについて「受けた
いと思っているが、受けたことは
ない」「存在を知らない」と回答
した患者の割合 

受けたいと思っているが、 
受けたことはない 

14.8% 
（令和４年度） 
存在を知らない 

45.1% 
（令和４年度） 

減らす 

患者サロンについて「参加したい
と思っているが、参加したことは
ない」「存在を知らなかった」と
回答した患者の割合 

参加したいと思っているが、 
参加したことはない 
（令和４年度） 

減らす 

取組３－２ 

東京都がんポータルサイトにつ
いて「見たことがある」と回答し
た患者の割合 

3.9% 
（令和４年度） 増やす 

東京都がんポータルサイトにつ
いて、「役に立った」と回答した
患者の割合 

― 
（基準値なし） 増やす 

取組３－３ 

アピアランスケアについて「受け
たいと思っているが、受けたこと
はない」と回答した患者の割合 

34.5％ 
（令和４年度） 減らす 

生殖機能の温存療法について説
明を受けた患者の割合 

72.4％ 
（令和４年度） 増やす 

取組 
３－４－１ 

在宅療養中において改善が必要
なものとして、「自身が介護を受
けられる環境」「在宅療養に必要
な設備」と回答したＡＹＡ世代の
患者の割合 

48.2％ 
（複数選択） 

（令和４年度） 
減らす 

復学後に困ったこととして、「勉
強不足により授業についていけ
ない（いけなかった）」と回答し
た保護者の割合 

36.8％ 
（令和４年度） 減らす 

ＡＹＡ世代のがん患者の身の回
りや生活面への支援・療養環境と
して改善が必要なものとして、
「通院時に患者本人の子供を一
時的に預けられる環境」と回答し
た病院及び在宅療養支援診療所
の割合（在宅療養中の時期） 

【拠点病院等 
（成人・小児）】 

63.9% 
【在宅療養支援診療所】 

36.4％ 
（令和４年度） 

減らす 

 
  



194 195

第
１
章

第
６
節
第
７
節
第
８
節
第
９
節
第
10
節

第
１
節
第
２
節
第
３
節
第
４
節
第
５
節

 
 

 

取組 指標名 現状 目標値 

取組 
２－２－１ 

身体の痛みや不快な症状につい
て、医療従事者に伝えた後、対応
があり改善したと回答した患者
の割合 

71.5％ 
（令和４年度） 増やす 

心のつらさについて、医療従事者
に伝えた後、対応があり改善した
と回答した患者の割合 

62.4％ 
（令和４年度） 増やす 

社会的な問題について、医療従事
者に伝えた後、対応があり改善し
たと回答した患者の割合 

55.6％ 
（令和４年度） 増やす 

取組 
２－２－２ 

死亡前１か月間の療養生活につ
いて、痛みが少なく過ごせた患者
の割合 

47.9% 
（令和元年度、２年度） 増やす 

死亡前１か月間の療養生活につ
いて、からだの苦痛が少なく過ご
せた患者の割合 

41.4% 
（令和元年度、２年度） 増やす 

死亡前１か月間の療養生活につ
いて、おだやかな気持ちで過ごせ
た患者の割合 

45.6% 
（令和元年度、２年度） 増やす 

取組 
２－２－３ 

緩和ケアのイメージについて「がん
と診断された時から受けられるも
のである」と回答した都民の割合 

19.0％ 
（複数回答） 

（令和４年度） 
増やす 

緩和ケアのイメージについて「抗
がん剤や放射線の治療などがで
きなくなった時期から始める、痛
みなどの苦痛を和らげるための
ケア」と回答した患者の割合 

45.7% 
（択一） 

（令和４年度） 
減らす 

取組 
３－１－１ 

病状や療養に関することについ
て、家族、がん相談支援センター、
医療者、ピア・サポーター、患者
団体等、誰かに「相談できた」と
回答した患者の割合 

61.0% 
（令和４年度） 増やす 

がん相談支援センターが病院内
にあることを知っている患者の
割合 

77.8％ 
（令和４年度） 増やす 

オンラインでの相談支援につい
て「実施している（患者へ周知・
広報している）」と回答した拠点
病院等（成人・小児）の割合 

9.6% 
（令和４年度） 増やす 

 
  

 
 

 

取組 指標名 現状 目標値 

取組 
３－１－２ 

患者団体等が開催するイベント
について「参加したいと思ってい
るが、参加したことはない」「存
在を知らなかった」と回答した患
者の割合 

― 
（基準値なし） 減らす 

ピア・サポートについて「受けた
いと思っているが、受けたことは
ない」「存在を知らない」と回答
した患者の割合 

受けたいと思っているが、 
受けたことはない 

14.8% 
（令和４年度） 
存在を知らない 

45.1% 
（令和４年度） 

減らす 

患者サロンについて「参加したい
と思っているが、参加したことは
ない」「存在を知らなかった」と
回答した患者の割合 

参加したいと思っているが、 
参加したことはない 
（令和４年度） 

減らす 

取組３－２ 

東京都がんポータルサイトにつ
いて「見たことがある」と回答し
た患者の割合 

3.9% 
（令和４年度） 増やす 

東京都がんポータルサイトにつ
いて、「役に立った」と回答した
患者の割合 

― 
（基準値なし） 増やす 

取組３－３ 

アピアランスケアについて「受け
たいと思っているが、受けたこと
はない」と回答した患者の割合 

34.5％ 
（令和４年度） 減らす 

生殖機能の温存療法について説
明を受けた患者の割合 

72.4％ 
（令和４年度） 増やす 

取組 
３－４－１ 

在宅療養中において改善が必要
なものとして、「自身が介護を受
けられる環境」「在宅療養に必要
な設備」と回答したＡＹＡ世代の
患者の割合 

48.2％ 
（複数選択） 

（令和４年度） 
減らす 

復学後に困ったこととして、「勉
強不足により授業についていけ
ない（いけなかった）」と回答し
た保護者の割合 

36.8％ 
（令和４年度） 減らす 

ＡＹＡ世代のがん患者の身の回
りや生活面への支援・療養環境と
して改善が必要なものとして、
「通院時に患者本人の子供を一
時的に預けられる環境」と回答し
た病院及び在宅療養支援診療所
の割合（在宅療養中の時期） 

【拠点病院等 
（成人・小児）】 

63.9% 
【在宅療養支援診療所】 

36.4％ 
（令和４年度） 

減らす 

 
  



196 197

第
１
章

第
６
節
第
７
節
第
８
節
第
９
節
第
10
節

第
１
節
第
２
節
第
３
節
第
４
節
第
５
節

 
 

 

取組 指標名 現状 目標値 

取組 
３－４－２ 

退職したがん患者のうち、がん治
療の開始前までに退職した者の
割合 

57.4％ 
（平成 30 年度） 減らす 

病気の治療と仕事の両立に関する
取組の実施状況について、「実施し
ている」と回答した企業の割合 

62.0％ 
（令和４年度） 増やす 

職場において「がんに罹患しても
就労を続けることができると思
えるような方針が示されていた
り、具体的な取組がなされていた
（いる）」と回答した患者の割合 

52.3％ 
（令和４年度） 増やす 

がんになっても治療しながら働
くことが可能であるかという質
問に、「そう思う」「多少思う」と
回答した都民の割合 

76.3％ 
（令和４年度） 増やす 

国拠点病院のがん相談支援セン
ターにおける就労に関する相談
件数 

3,837 件 
（令和４年） 増やす 

取組４－１ 全国がん登録の利用件数 47 件 
（令和３年度） 増やす 

取組 
４－２－１ 

学校におけるがん教育での外部
講師活用の割合 

15.0％ 
（令和３年度） 増やす 

取組 
４－２－２ 

「多くの『がん』は早期発見によ
り治療が可能である」の設問に
「そう思う」「多少思う」と回答
した都民の割合 

95.1% 
（令和４年度） 増やす 

緩和ケアのイメージについ「がん
と診断された時から受けられる
ものである」と回答した都民の割
合 

19.0％ 
（複数回答） 

（令和４年度） 
増やす 

「『がん』になっても治療しなが
ら働くことは可能である」の設問
に「そう思う」「多少思う」と回答
した都民の割合 

76.3% 
（令和４年度） 増やす 
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2 国指針による指標等 
 本計画における５疾病６事業及び在宅療養の評価指標については、「疾病・事業及び在宅医療に係る医療体制について」（令和５年３月 31 日付け医政地発
0331 第 14 号厚生労働省医政局地域医療計画課長通知、以下「国指針」と言う。）による指標を参考に設定している。各疾病事業の評価指標については、各施
策の進捗状況や取り巻く状況を踏まえて、協議会等で検討し、必要に応じて見直しを行う。ここでは、国指針による指標のうち、重点指標を掲載する。 
 

（１）がんの医療体制構築に係る現状把握のための指標（国指針） 
 
【プロセス指標】 

 
 

区中央部 区南部 区西南部 区西部 区西北部 区東北部 区東部 西多摩 南多摩
北多摩
西部

北多摩
南部

北多摩
北部

島しょ

がん検診受診率
胃がん検診受診者数／調査対象者数

33.6

がん検診受診率
肺がん検診受診者数／調査対象者数

40.4

がん検診受診率
大腸がん検診受診者数／調査対象者数

38.5

がん検診受診率（女性）
子宮頸がん検診受診者数／調査対象者数

47.3

がん検診受診率（女性）
乳がん検診受診者数／調査対象者数

19.6

精密検査受診率（胃がん_Ｘ線） 71.0

精密検査受診率（胃がん_内視鏡） 94.3

精密検査受診率（大腸がん） 62.0

精密検査受診率（肺がん） 73.3

精密検査受診率（乳がん） 84.4

精密検査受診率（子宮頸がん） 71.1

3 がん相談支援センターにおける相談件数
がん診療連携拠点病

院等現況報告書
令和4年度
（毎年）

都道府県 106,306

調査名等

二次保健医療圏

東京都指標名

1

整理
番号

調査年
(調査周期)

集計単位

令和元年
（３年毎）

国民生活基礎調査 都道府県

2
地域保健・健康増進

事業報告
令和元年度
（毎年）

都道府県
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【アウトカム指標】 

 

区中央部 区南部 区西南部 区西部 区西北部 区東北部 区東部 西多摩 南多摩
北多摩
西部

北多摩
南部

北多摩
北部

島しょ

がん種別年齢調整死亡率（全部位）
男性：78.0
女性：52.7

計:65.0

がん種別年齢調整死亡率（食道）
男性：4.6
女性：1.1

計:2.9

がん種別年齢調整罹患率（胃）
男性：8.1
女性：3.4

計:5.7

がん種別年齢調整死亡率（結腸）
男性：7.2
女性：4.9

計:6.0

がん種別年齢調整死亡率（直腸Ｓ状結腸移行
部）

男性：5.3
女性：1.7

計:3.5

がん種別年齢調整死亡率（肝及び肝内胆管）
男性：4.9
女性：1.2

計:3.0

がん種別年齢調整死亡率（胆のう及び他の胆
道）

男性：2.3
女性：1.5

計:1.9

がん種別年齢調整死亡率（膵）
男性：8.3
女性：5.1

計:6.6

がん種別年齢調整死亡率（気管、気管支及び
肺）

男性：17.1
女性：5.9

計:11.4

がん種別年齢調整死亡率（乳房） 10.5

がん種別年齢調整死亡率（子宮） 5.0

がん種別年齢調整死亡率（卵巣） 3.6

がん種別年齢調整死亡率（前立腺） 2.4

がん種別年齢調整死亡率（膀胱の悪性新生
物）

男性：1.6
女性：0.4

計:1.0

がん種別年齢調整死亡率（悪性リンパ腫）
男性：2.2
女性：1.3

計:1.7

がん種別年齢調整死亡率（白血病）
男性：2.2
女性：1.2

計:1.7

がん種別年齢調整死亡率（大腸）
男性：12.5
女性：6.6

計:9.5

調査名等指標名 集計単位 東京都

二次保健医療圏
調査年

(調査周期)
整理
番号

人口動態統計
令和３年
（毎年）

都道府県4

【アウトカム指標】 

 
  

区中央部 区南部 区西南部 区西部 区西北部 区東北部 区東部 西多摩 南多摩
北多摩
西部

北多摩
南部

北多摩
北部

島しょ

がん種別年齢調整罹患率（全部位）
男性：498.9
女性：445.9

計:462.0

がん種別年齢調整罹患率（口腔・咽頭）
男性：17.5
女性：6.5

計:11.8

がん種別年齢調整罹患率（食道）
男性：22.8
女性：5.7

計:13.7

がん種別年齢調整罹患率（胃）
男性：57.0
女性：21.6

計:37.8

がん種別年齢調整罹患率（結腸）
男性：64.6
女性：42.0

計:52.6

がん種別年齢調整罹患率（直腸）
男性：38.1
女性：19.1

計:28.2

がん種別年齢調整罹患率（肝）
男性：18.3
女性：5.4

計:11.4

がん種別年齢調整罹患率（胆嚢・胆管）
男性：7.1
女性：4.2

計:5.5

がん種別年齢調整罹患率（膵）
男性：17.8
女性：12.4

計:14.9

がん種別年齢調整罹患率（喉頭）
男性：3.7
女性：0.4

計:1.9

がん種別年齢調整罹患率（肺）
男性：61.4
女性：30.3

計:44.3

がん種別年齢調整罹患率（皮膚）
男性：11.1
女性：8.7

計:9.7

がん種別年齢調整罹患率（乳房）
男性：0.6

女性：129.5
計:645.4

がん種別年齢調整罹患率（子宮） 73.0

がん種別年齢調整罹患率（子宮頚部） 51.4

がん種別年齢調整罹患率（子宮体部） 21.3

がん種別年齢調整罹患率（卵巣） 16.9

整理
番号

指標名 調査名等
調査年

(調査周期)
集計単位 東京都

二次保健医療圏

5
令和元年
（毎年）

都道府県全国がん登録
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【アウトカム指標】 

 

区中央部 区南部 区西南部 区西部 区西北部 区東北部 区東部 西多摩 南多摩
北多摩
西部

北多摩
南部

北多摩
北部

島しょ

がん種別年齢調整死亡率（全部位）
男性：78.0
女性：52.7

計:65.0

がん種別年齢調整死亡率（食道）
男性：4.6
女性：1.1

計:2.9

がん種別年齢調整罹患率（胃）
男性：8.1
女性：3.4

計:5.7

がん種別年齢調整死亡率（結腸）
男性：7.2
女性：4.9

計:6.0

がん種別年齢調整死亡率（直腸Ｓ状結腸移行
部）

男性：5.3
女性：1.7

計:3.5

がん種別年齢調整死亡率（肝及び肝内胆管）
男性：4.9
女性：1.2

計:3.0

がん種別年齢調整死亡率（胆のう及び他の胆
道）

男性：2.3
女性：1.5

計:1.9

がん種別年齢調整死亡率（膵）
男性：8.3
女性：5.1

計:6.6

がん種別年齢調整死亡率（気管、気管支及び
肺）

男性：17.1
女性：5.9

計:11.4

がん種別年齢調整死亡率（乳房） 10.5

がん種別年齢調整死亡率（子宮） 5.0

がん種別年齢調整死亡率（卵巣） 3.6

がん種別年齢調整死亡率（前立腺） 2.4

がん種別年齢調整死亡率（膀胱の悪性新生
物）

男性：1.6
女性：0.4

計:1.0

がん種別年齢調整死亡率（悪性リンパ腫）
男性：2.2
女性：1.3

計:1.7

がん種別年齢調整死亡率（白血病）
男性：2.2
女性：1.2

計:1.7

がん種別年齢調整死亡率（大腸）
男性：12.5
女性：6.6

計:9.5

調査名等指標名 集計単位 東京都

二次保健医療圏
調査年

(調査周期)
整理
番号

人口動態統計
令和３年
（毎年）

都道府県4

【アウトカム指標】 

 
  

区中央部 区南部 区西南部 区西部 区西北部 区東北部 区東部 西多摩 南多摩
北多摩
西部

北多摩
南部

北多摩
北部

島しょ

がん種別年齢調整罹患率（全部位）
男性：498.9
女性：445.9

計:462.0

がん種別年齢調整罹患率（口腔・咽頭）
男性：17.5
女性：6.5

計:11.8

がん種別年齢調整罹患率（食道）
男性：22.8
女性：5.7

計:13.7

がん種別年齢調整罹患率（胃）
男性：57.0
女性：21.6

計:37.8

がん種別年齢調整罹患率（結腸）
男性：64.6
女性：42.0

計:52.6

がん種別年齢調整罹患率（直腸）
男性：38.1
女性：19.1

計:28.2

がん種別年齢調整罹患率（肝）
男性：18.3
女性：5.4

計:11.4

がん種別年齢調整罹患率（胆嚢・胆管）
男性：7.1
女性：4.2

計:5.5

がん種別年齢調整罹患率（膵）
男性：17.8
女性：12.4

計:14.9

がん種別年齢調整罹患率（喉頭）
男性：3.7
女性：0.4

計:1.9

がん種別年齢調整罹患率（肺）
男性：61.4
女性：30.3

計:44.3

がん種別年齢調整罹患率（皮膚）
男性：11.1
女性：8.7

計:9.7

がん種別年齢調整罹患率（乳房）
男性：0.6

女性：129.5
計:645.4

がん種別年齢調整罹患率（子宮） 73.0

がん種別年齢調整罹患率（子宮頚部） 51.4

がん種別年齢調整罹患率（子宮体部） 21.3

がん種別年齢調整罹患率（卵巣） 16.9

整理
番号

指標名 調査名等
調査年

(調査周期)
集計単位 東京都

二次保健医療圏

5
令和元年
（毎年）

都道府県全国がん登録



8

第１章

【アウトカム指標】 

 
 
 
  

区中央部 区南部 区西南部 区西部 区西北部 区東北部 区東部 西多摩 南多摩
北多摩
西部

北多摩
南部

北多摩
北部

島しょ

がん種別年齢調整罹患率（前立腺） 71.4

がん種別年齢調整罹患率（膀胱）
男性：24.7
女性：5.8

計:14.4

がん種別年齢調整罹患率（腎・尿路（膀胱を
除く））

男性：18.5
女性：6.4

計:12.2

がん種別年齢調整罹患率（脳・中枢神経系）
男性：3.7
女性：3.2

計:3.4

がん種別年齢調整罹患率（甲状腺）
男性：5.6

女性：16.6
計:11.0

がん種別年齢調整罹患率（悪性リンパ腫）
男性：16.3
女性：12.7

計:14.2

がん種別年齢調整罹患率（多発性骨髄腫）
男性：2.9
女性：2.0

計:2.4

がん種別年齢調整罹患率（白血病）
男性：8.7
女性：5.5

計:7.0

がん種別年齢調整罹患率（大腸）
男性：102.7
女性：61.2

計:80.8

東京都

二次保健医療圏

調査名等
調査年

(調査周期)
集計単位

整理
番号

5 全国がん登録
令和元年
（毎年）

都道府県

指標名

（２）脳卒中の医療体制構築に係る現状把握のための指標（国指針） 
 
【ストラクチャー指標】 

 
 
【プロセス指標】 

 
※ NDB は総レセプト数が 10 未満は空白であるため各圏域の合計集とは一致しない場合がある。 
 
【アウトカム指標】 

 
 

区中央部 区南部 区西南部 区西部 区西北部 区東北部 区東部 西多摩 南多摩
北多摩
西部

北多摩
南部

北多摩
北部

島しょ

1
脳梗塞に対する血栓回収療法の実施可能
な医療機関数

NDB
令和3年度
（毎年）

二次医療圏 * 12 7 8 10 11 8 6 * 7 * 4 3 0

脳血管疾患等リハビリテーション料
（Ⅰ）の算定のある医療機関届出施設数

239 21 16 18 19 34 25 19 10 30 15 16 16 0

脳血管疾患等リハビリテーション料
（Ⅱ）の算定のある医療機関届出施設数

144 10 12 14 9 16 28 13 4 19 3 9 7 0

脳血管疾患等リハビリテーション料
（Ⅲ）の算定のある医療機関届出施設数

* 6 5 14 7 15 17 6 * 7 3 6 7 *

2

集計単位 東京都

二次保健医療圏
整理
番号

指標名 調査名等
調査年

(調査周期)

NDB
令和3年度
（毎年）

二次医療圏

区中央部 区南部 区西南部 区西部 区西北部 区東北部 区東部 西多摩 南多摩
北多摩
西部

北多摩
南部

北多摩
北部

島しょ

3
脳卒中患者に対する療養・就労両立支援
の実施件数（算定回数）

NDB
令和3年度
（毎年）

都道府県 10

調査名等
調査年

(調査周期)
集計単位

二次保健医療圏
整理
番号

指標名 東京都

区中央部 区南部 区西南部 区西部 区西北部 区東北部 区東部 西多摩 南多摩
北多摩
西部

北多摩
南部

北多摩
北部

島しょ

在宅等生活の場に復帰した脳血管疾患患
者数

二次医療圏

（0.1千人）
30.9 3.3 2.8 2.8 2.8 3.8 2.9 2.7 0.5 3.5 1.3 3.4 1.2 0

在宅等生活の場に復帰した脳血管疾患患
者数

二次医療圏

（0.1千人）
53.8 4.7 4.4 4.7 4.6 6.9 6.3 4.6 1.2 5.6 2.6 6.1 2.1 0

在宅等生活の場に復帰した脳血管疾患患
者の割合

二次医療圏 57.5 71.4 63.2 59.1 59.8 56.2 46.5 58.5 41.3 62.6 50.1 54.8 54.7 50.0

東京都

二次保健医療圏

調査名等

4 患者調査
令和2年

（３年ごと）

指標名
整理
番号

調査年
(調査周期)

集計単位


